
熊
本
大
震
災
の
被
災
者
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
日
本
会
議
で
は
義
援
金
を
受
け
付
け
中
（六
月
末
ま
で
）。 

日
本
の
息
吹 

憲 法 改 正 賛 同 者 1 0 0 0 万 運 動 
兵庫目標プラス６万→ 3 0万へ！ 
拡大目標達成致しました！御礼申し上げます！ 
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憲
法
改
正
賛
同
者 

兵
庫

目
標
達
成
に
伴
い
、
三
十

万
に
目
標
修
正
を
決
定
！

参
議
院
選
に
向
け
て
改
憲

勢
力
確
保
に
、
御
協
力
の

程
お
願
い
致
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

  

『
美
し
い
日

本
の
憲
法
を
つ

く

る
国

民

の

会
』
（
櫻
井
よ
し

こ
、
田
久
保
忠

衛
、
三
好
達
共

同
代
表
）
の
憲

法
改
正
賛
同

者
一
千
万
拡

大
（
署
名
）
運

動
に
つ
い
て
ご

報
告
で
す
。 

［
兵
庫
二
十
四

万
］
の
目
標
を

四
月
末
に
達
成

し
、
そ
の
後
の 

 

定
例
会
議
に
お
い
て
、 

更
に
「
三
十
万
に
目

標
修
正
し
、
六
万
の

積
み
上
げ
」
を
正
式

決
定
致
し
ま
し
た
。 

参
議
院
選
を
前
に
、

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
護
憲
派
か
ら

の
日
本
会
議
を
批
判
す
る
書

籍
の
刊
行
等
、
情
報
戦
が
既
に

敷
か
れ
、
さ
な
が
ら
日
本
会
議

に
包
囲
網
を
張
る
様
相
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

振
り
返
れ
ば
、
日
本
会
議
が
話

題
に
な
る
時
は
必
ず
会
員
数

が
増
加
し
て
参
り
ま
し
た
。
今

タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
日
本
会
議
の

活
動
を
知
っ
て
戴
く
チ
ャ
ン

ス
と
も
言
え
ま
す
。
皆
様
の
力

を
結
集
し
て
改
憲
運
動
を
支

え
合
い
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

   

西
宮
・
芦
屋
支
部
の
今
年
の

定
時
総
会
は
、
五
月
二
十
二
日

（
日
）
に
廣
田
神
社
参
集
殿
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

総
会
後
、『 

世
界
は
変
わ
っ

た 
 

日
本
の
憲
法
は
？ 

』
～

憲
法
改
正
の
国
民
的
論
議
を

～ 

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
県
本
部
の
市
橋
事

務
局
次
長
よ
り
、
参
議
院
選
挙

後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
憲
法

改
正
の
発
議
に
関
し
、
県
下
各

地
に
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
演
会
を
数

多
く
開
催
し
て
行
こ
う
と
講

評
を
頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

一
般
社
団
法
人
西
宮
青
年
会

議
所
の
奥 

副
理
事
長
が
参
加

さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
の
依
頼
を

す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
衆
議

院
議
員
山
田
賢
司
氏
を
囲
み
、

参
議
院
選
挙
後
の
政
局
を
熱

く
語
り
合
う
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。 

  

 

 

五
月
十
三
日
、
神
戸
市
議
会

日
本
会
議
議
員
連
盟
が
発
足

致
し
ま
し
た
。
会
長
に
守
屋
た

か
し
氏
、
事
務
局
長
に
長
瀬
剛

氏
が
就
任
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
、

活
動
を
開
始
す
る
と
の
こ
と
。

発
足
に
は
、
約
十
五
名
の
議
員

が
集
い
、
規
約
、
役
員
案
の
承

認
を
行
っ
た
。
日
本
会
議
か
ら

は
、
市
橋
が
出
席
。
憲
法
改
正

な
ど
の
運
動
の
情
況
と
方
針

を
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

   

〈
西
宮
支
部
〉
総
会
ご
報
告 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
も
開
催
さ
れ
る 

 
 

 

〈
中
・
西
播
磨
支
部
〉
ご
報
告 

橿
原
神
宮
参
拝
ツ
ア
ー 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
も
開
催
さ
れ

る 

 

〈
神
戸
市
議
会
〉 

議
連
発
足
し
ま
し
た
！ 



日本の息吹兵庫版第百七十七号（平成二十八年七月号） 

 
二 

日
本
会
議
第
十
八
回
総
会
お
よ
び 

美
し
い
憲
法
の
会
第
二
回
総
会
の
ご
案
内 

ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
氏 

基
調
講
演
会 

□ ５月２２日（日） １８時～  西宮・芦屋支部総会 憲法改正ドキュメンタリー映画上映 広田神社 09051557986(事務局)  
□ ５月２８日（土）        中・西播磨支部 橿原神宮参拝ツアー ０９０５１５３４３９５（事務局） 
□ ５月２９日（日） １４時～  憲法改正ドキュメンタリー映画上映 （神戸市勤労会館） ０７０５５０８２５７７（事務局） 以上終了 
■ ６月１８日（土） １３時半～日本会議兵庫女性の会第８回教育講演会 生田神社会館 三村三千代先生 古事記と日本の心 参加費千円 
■ 6月１９日（日）１４時～  憲法改正ドキュメンタリー映画上映 （三宮センタープラザ西館六階十一号） 

■ 6月２５日（水）19時～  摂丹支部総会  三田駅前一番館キッピーモール六階講座室 

■ 山谷えり子氏街宣 （山谷氏の代理による） ６月２５日（土）尼崎 宝塚 神戸  ／ ２６日（日）淡路・神戸   
■ ７月 ３日（日） １８時～  淡路島支部総会  いさやま ひとみ氏講演  洲本市 厳島神社会館 0799805001(事務) 
■ ７月１６日（土） １４時～  中・西播磨支部 日本の法と国柄 十七条憲法(２) 姫路護国神社 白鷺宮参集殿  講師 三木英一氏 
■ ７月１８日（祝） １３時～  日本会議兵庫第１７回総会 生田神社会館  
■ ７月１８日（祝） １４時～  美しい日本の憲法をつくる兵庫県民の会第２回総会 生田神社会館 講師ケント･ギルバート氏 参加費千円 
■ ７月２４日（日） １５時～  日本会議兵庫阪神北支部 総会 記念講演 我那覇真子氏 参加費千円 09010286100（事務局） 
■ ７月３０日（土） １３時～   憲法をつくる会兵庫・東播磨設立準備会 憲法改正タウンミーティング 日本会議兵庫東播磨支部 講演会  

佐藤正久氏 宮嶋茂樹氏（カメラマン） 西村康稔氏 明石市立産業交流センター一階展示室 入場料千五百円 ０８９８３６９８８（事務） 
■ ８月２７日（土）          中・西播磨支部総会 記念講演 渡邉 毅氏（皇學館大学准教授）  

■ ９月 ４日（日）          全国縦断キャラバン隊来兵 

〈
阪
神
北
支
部
〉
総
会 

基
調
講
演 

「
沖
縄
の
ジ
ャ
ン
ヌ
ダ
ル
ク
」
こ
と 

我
那
覇
真
子
氏
講
演
会
の
ご
案
内 

 

〈
東
播
磨
支
部
〉
設
立
準
備
会
主
催 

憲
法
改
正
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

佐
藤
正
久
氏
他
三
人
の
豪
華
ゲ
ス
ト
企
画 

お
楽
し
み
に
！ 

 

 

五
月
二
十
八
日
（
土
）
中
・

西
播
磨
支
部
で
は
、
橿
原
神
宮

へ
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
。
三
十

一
名
の
参
加
者
、
内
十
三
名
は

非
会
員
。
五
月
の
さ
わ
や
か
な

新
緑
と
過
ご
し
や
す
い
天
候

の
中
、
一
行
は
正
式
参
拝
を
し
、

神
職
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

現
社
の
状
況
、
ま
た
先
日
二
千

六
百
年
祭
で
行
幸
に
な
ら
れ

た
天
皇
陛
下
の
お
話
を
聞
か

せ
て
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

境
内
を
一
時
間
ほ
ど
散
策
。
ゆ

っ
く
り
と
玉
砂
利
を
歩
き
、
境

内
の
御
神
気
に
心
洗
わ
れ
る

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
武
天
皇
御
陵
に
参

拝
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
満
足

気
な
様
子
で
帰
路
に
着
か
れ

ま
し
た
。 

 

参
議
院
選
後
の 

講
演
会
情
報 

既
に
皆
様
に
は
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
が
、
来
る
七
月
十

八
日
（
祝
・
月
）
に
日
本
会
議

と
美
し
い
憲
法
の
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
参
議
院
選
の
結

果
を
踏
ま
え
、
ケ
ン
ト
・
ギ
ル

バ
ー
ト
氏
が
ど
の
よ
う
な
講

演
を
さ
れ
る
の
か
楽
し
み
で

す
。
国
民
投
票
運
動
が
山
場
と

な
り
ま
す
。
お
近
く
の
方
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
Ｆ
Ｂ

で
チ
ラ
シ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
多
数
の
チ
ラ
シ
を

ご
要
望
の
方
は
ど
う
ぞ
ご
連

絡
下
さ
い
。
「
美
し
い
憲
法
を

つ
く
る
兵
庫
県
民
の
会
」
で
検

索
。 

七
月
二
十
四
日
（
日
）
、
沖

縄
の
二
十
代
の
若
き
ヒ
ロ
イ

ン
我
那
覇
真
子
氏
が
講
演
に
。

現
在
我
那
覇
氏
は
「
琉
球
新
報
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
を
正
す
県

民
・
国
民
の
会
」
代
表
運
営
委

員
で
あ
り
、
沖
縄
内
メ
デ
ィ
ア

の
偏
向
報
道
と
戦
っ
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
有

名
で
す
が
、
直
接
沖
縄
の
生
の

声
を
聞
け
る
機
会
で
す
。
（
先

着
百
名
で
締
切
）（
詳
細
は
下
記
） 

七
月
三
十
日
（
土
）
、
ご
存

知
「
ヒ
ゲ
の
隊
長
」
佐
藤
正
久

氏
、
明
石
出
身
カ
メ
ラ
マ
ン

「
不
肖
宮
嶋
」
こ
と
宮
嶋
茂
樹

氏
、
衆
議
院
議
員
西
村
康
稔
氏

の
三
人
に
よ
る
、
「
僕
ら
が
語

る 

わ
が
く
に
の
未
来
」
と
題

し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
す
。（
詳
細
は
下
記
） 

  

【
お
詫
び
と
訂
正
】 

こ
の
度
、
美
し
い

日
本
の
憲
法
を

つ
く
る
兵
庫
県

民
の
会
第
二
回

総
会
の
ご
案
内

の
裏
に
、
各
地
の

予
定
を
記
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
、

八
月
二
十
七
日

の
中
・
西
播
磨
支

部
の
総
会
の
記

念
講
演
の
講
師

情
報
を
誤
記
致

し
ま
し
た
。 

正

し
く
は
、
渡
邉 

毅
氏
（
皇
學
館
大

學
准
教
授
）。 

ご
関
係
の
方
々

に
は
お
詫
び
を

申
し
上
げ
る
と

共
に
、
訂
正
致
し

ま
す
。 

 

六

月

以

降

の

日

本

会

議

関

係

行

事 


